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の
優
秀
作
品

 
 

５
月
提
出
の
競
書
の
写
真
版
全
作
品
は
、
５
月
29
日
（
木
）
よ
り
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今月の最優秀作品

【新和様半紙】

山　河合　明祥　鍛えられた運筆で
のびのびと表現。やさしい墨色と
歌意がマッチし瀟洒。後半の二行
が作品を引き締めた。
� （審査評　吉家　桂雪）

【かな半紙】

紫泉　中村　紫泉　行頭の高低の変化や空間を的
確に捉えている。下の句「てし人」の直線的な
深い線から細線まで秀麗にまとめている。
� （審査評　永瀬　和子）

【漢字半紙】

高田　秋本　溪月　章法、用筆に優
れ完成度の高い作品。含蓄ある線
の中で「十」の縦画の渇筆が作品
全体に明るさと爽快感を醸し出し
ている。� （審査評　松岡　雪華）

【新和様条幅】
伊
賀　

石
田　

春
代　

鋒
先
の
開
閉
に
よ
る
線
の
太
細
と
自
由
な
運
筆
が
力
強
く
魅
力
あ
り
。「
馬
酔
木
」
の

渇
筆
の
運
筆
が
み
ご
と
で
あ
る
。
落
款
の
位
置
留
意
。�

（
審
査
評
　
二
宮
　
桂
秀
）

【かな条幅】
祥
瑞　

河
野　

愛
子
　
軽
や
か
な
筆
の
運
び
で
多
面
的
な
様
相
を
表
す
技
量
が
あ
る
。
柔
ら
か
な
墨
色
と
優

し
く
揺
れ
る
行
を
用
い
て
、
温
雅
な
景
色
を
仕
上
げ
た
。	�

（
審
査
評
　
川
島
　
史
子
）

【漢字条幅】
松　

角
田　

茅
水
　
文
字
の
書
体
や
大
小
・
線
の
太
細
の
変
化
に
無
理
が
無
い
。
濃
墨
を
駆
使
し
た
鍛
練
の

作
品
は
、
快
く
鑑
賞
で
き
る
。�

（
審
査
評
　
永
井
　
香
樹
）
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今月の優秀作品漢 字 条 幅

　
　

観
門　

菅
原　

愛
山

　
　

山
本　

青
栁　

光
祥

　
　

広
島　

好
田　

萩
水

　
　

紅
彣　

磯
㟢
あ
ゆ
み

　
　

書
学　

渡
辺　

昌
弥

　
　

書
学　

久
保
真
紀
子

　
　

蘭
燈　

草
間　

倫
子

　
　

水
茎　

早
坂　

恵
子

　
　

欣
書　

重
城　

佳
春

　
　

書
学　

金
丸　

真
理

　
　

書
学　

宗
像　

陽
子

　
　

あ
お
ば　

伊
勢
谷
咲
帆

　
　

横
浜　

荒
井
友
貴
子

　
　

和
同　

青
木　

千
絵

　
　

Ｍ
Ｍ　

千
葉　

伶
華

　
　

埼
玉　

青
木　

美
幸

　
　

結　

吉
田　

香
花

　
　

梧
星　

柿
本　

久
琴

　
　

書
学　

赤
田　

千
恵

　
　

梧
星　

湯
田　

渓
花

　
　

梧
星　

福
村　

歩
美
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今月の優秀作品 か な 条 幅

　
　

書
学　

  

原
地　

桃
香

　
　

欣
書　

  

重
城　

佳
春

　
　

永
岳　

  

野
島　

静
江

　
　

書
学　

  

田
村
紫
王
子

　
　

月
倫　

  

清
水　

君
子

　
　

野
沢　

  

高
柳
美
佐
恵

　
　

水
茎　

  

山
下　

啓
子

　
　

志
水　

  

大
倉　

秀
子

　
　

水
茎　

  

源　
　

貴
美

　
　

九
書　

  
石
橋　

栄
子

　
　

大
井　

  

髙
木　

洋
子

　
　

兵
庫　

  

谷
垣　

昌
代

　
　

櫻　

  

永
田　

弥
生

　
　

Ｍ
Ｍ　

  

千
葉　

伶
華

　
　

茎
崎　

  

長
嶋　

麗
水

　
　

黒
水　

  

茂
野　

芳
子

　
　

千
間　

  

北
川　

貴
子

　
　

書
学　

  

藤
林　

千
春

　
　

書
学　

  

山
本　

恵
市

　
　

書
学　

  
谷
口　

清
人

　
　

長
湫　

  

市
川　

佳
泉
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今月の優秀作品新 和 様 条 幅

　
　

宮
城　

  

阿
部　

絹
子

　
　

書
学　

  

藤
森　

泰
明

　
　

大
分　

  

安
部　

征
遠

　
　

書
学　

  

川
瀬　

英
之

　
　

書
学　

  

豊
福
絵
里
子

　
　

水
藍　

  

宮
迫　

央
苑

　
　

九
書　

  

石
橋　

栄
子

　
　

日
南　

  

薮
下　

春
子

　
　

書
学　

  

酒
井　

葉
香

　
　

水
茎　

  
辰
巳　

望
雲

　
　

Ｃ
Ｙ　

  

岡
田　

圭
峯

　
　

書
学　

  

福
田　

昌
翠

　
　

山
口　

  

神
田
真
理
子

　
　

小
諸　

  

篠
原　

智
巨

　
　

書
学　

  

石
井　

美
帆

　
　

二
戸　

  

戸
田　

克
子

　
　

水
茎　

  

末
脇　

美
香

　
　

書
学　

  

槻
木　

新
二

　
　

洗
心　

  

村
松　

永
好

　
　

杏
花　

  
鈴
木　
　

亨

　
　

書
学　

  

和
泉　
　

詩



今
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今月の優秀作品 実 用 書
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今月の優秀作品細 字

西宮　  中島　美幸

金子　  金子シゲ子

書学　  北江　恵子

書学　  和久津久美

中台　  戸田　優子

書学　  小島　黄雪

書学　  尾㟢美和子

書学　  國吉　利典

書学　  伊澤　佳那
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今月の優秀作品 篆 刻・ 一 字 書 審査評

随
意	

（
の
）

審
査
評
￨
石
橋
　
鯉
城

詩
情
や
筆
遣
ひ
の
極
意
を
知
る
平
が
な
表
現

規
定	

（
瞬
）

審
査
評
￨
石
橋
　
鯉
城

書
美
の
真
髄
を
求
め
る
漢
字
の
一
字
書

審
査
評
￨
秋
山
　
凌
雲

規
定	

「
栄
光
五
色
」

随
意	

「
行
雲
流
水
」

松　

角
田　

茅
水
　
達
腕
に
し
て
指
法
も
加
え

て
、
線
質
墨
色
共
に
佳
な
り
。
作
品
の
規
模

も
大
き
い
。
雅
印
も
變
形
印
を
用
ひ
て
作
風

寛
綽
。

水
茎　

浦
上
み
ど
り
　
梨
を
二
つ
截
り
に
せ
し

折
り
の
表
面
を
見
る
が
如
し
。
金
冬
心
の
餌

菊
詩
に
、
其
れ
が
書
か
圖
案
か
の
問
い
を
投

げ
か
け
る
や
ふ
な
面
白
さ
を
表
現
。
簡
明
、

清
楚
。

神
奈　

斉
藤　

仲
子
　
平
假
名
「
の
」
を
表
現

し
て
其
の
原
字
「
乃
」
を
想
は
せ
る
。
筆
の

走
り
も
よ
く
、
藏
鋒
、
露
鋒
の
變
化
も
あ
り

て
含
蓄
に
富
む
。
永
年
の
習
錬
の
賜
。

一
色　

飯
塚　

幸
子
　
形
意
共
に
平
假
名
の
行

意
を
も
っ
て
筆
を
運
ぶ
。
優
美
に
し
て
自
然

な
運
腕
を
見
る
。
筆
の
鋒
の
開
閉
に
て
書
線

の
輪
郭
の
粗
滑
を
見
せ
る
。
鋒
先
閉
じ
て
静

寂
。

平
心　

長
田　

哲
香
　
瞬
を
金
文
の
型
を
以
て

書
す
。
濃
墨
に
て

劃
も
鮮
な
り
。
分
間
物

を
言
ふ
。
作
品
と
し
て
右
側
押
印
は
蛇
足
な

ら
ん
や
。
餘
白
と
し
て
殘
し
た
い
。

三
木　

宮
田　

雲
鶴
　
少
し
力
み
が
と
れ
て
の

楽
趣
を
見
る
。
正
面
に
書
か
れ
た
瞬
は
左
に

傾
く
が
畫
印
の
位
置
、
大
き
さ
で
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
。
墨
色
に
て
印
象
も
ま
た
變
化
か
。

洗
心　

久
保　

治
舟
　
無
理
の
な
い
自
然
な
る

運
筆
。
骨
力
も
あ
り
て
草
書
に
活
を
入
れ
る
。

終
始
一
貫
氣
脈
貫
通
。
今
迄
に
見
ざ
る
貴
女

の
最
髙
傑
作
。
學
び
甲
斐
を
見
ん
。

櫻
水　

滝
沢　

石
楠
　
こ
の
字
は
18
劃
。
そ
れ

を
簡
明
に
草
書
で
表
現
。
こ
れ
だ
け
の
表
現

力
を
伴
え
ば
完
璧
と
言
は
ん
。
傑
作
。
偏
は

黒
い
塊
に
、
旁
は

劃
が
躍
り
た
り
。

水
茎	

武
藤
美
栄
子

垂
線
の
界
線
を
効
果
的
に
入
れ

た
た
め
、
作
品
全
体
が
引
き
締

ま
っ
て
い
る
。
模
範
的
な
小
篆
の

作
品
。

書
学	

石
井　

孝
夫

外
郭
を
太
く
中
の
文
字
を
細
く

し
て
全
体
的
に
変
化
に
富
ん
だ

雅
味
あ
る
作
。

書
学	

藤
野　

仁
三

刀
が
よ
く
切
れ
て
い
て
線
質
も
強

い
。
漢
印
の
特
徴
を
良
く
捉
え

た
秀
作
。

水
茎	

青
戸　

佑
き
こ

印
稿
段
階
で
構
想
を
充
分
に

練
っ
て
い
る
せ
い
か
分
間
布
白
が

素
晴
ら
し
い
。
外
郭
下
辺
は
も

う
少
し
撃
辺
を
加
え
て
も
よ
か
っ

た
か
。




